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2021 年 7 月 19 日 

沖 縄 市 

株式会社りゅうせき 

 

沖縄市と株式会社りゅうせきとの包括連携協定締結について 

～脱炭素社会に向けた官民連携による新たな挑戦～ 

 

１．包括連携協定の締結 

沖縄市（市長：桑江朝千夫）と株式会社りゅうせき（代表取締役社長：當銘春夫、以下りゅう

せき）は本日、「沖縄市と株式会社りゅうせきとの包括連携に関する協定」を締結いたしました。 

 本協定のもと、行政や市民、事業者等と協働し、それぞれの持つ資源等を生かして、これまで

以上に緊密に連携・協力することで、低炭素・脱炭素社会実現に向けて持続可能な街づくりを目

指し取り組んでまいります。 

【包括連携協定の連携事項】 

１．環境負荷の低減に配慮したエネルギーの導入拡大および転換促進に関すること 

２．エネルギーの安定供給を通した、よりよい暮らしの実現に関すること 

３．災害に強い安心できるまちづくりに関すること 

４．その他本協定の目的に沿うこと 

 

２．今後の展開（取り組みの方向性） 

 本協定に基づく取組としては、別紙１のとおり 

 

沖縄市は、喫緊の課題である地球温暖化対策として、ゼロカーボンシティ宣言に基づき、2050 年

までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指す、様々な取り組みを進めてまいります。 

本協定の締結は、本市のゼロカーボンシティの実現に向けて、力強い後押しになるものと、期待して

おります。 

長きにわたり、島しょ地域である本県のライフラインを担っている株式会社りゅうせきと、本市の連

携を深め、限りない発展に向かう市民の希望と目標とする「国際文化観光都市」の実現と、持続可能

な未来に向けて取り組んでまいります。 

 

りゅうせきは日本政府の「2050 年カーボンニュートラル宣言」、沖縄県の「沖縄県クリーンエネル

ギー・イニシアティブ」が目指す脱炭素社会の実現に貢献すべく、様々な施策を行ってまいります。 

カーボンフリーな代替燃料については、現状、技術的・経済的な課題が山積しておりますが、本協

定で取り組む産業分野における CO2 排出削減の長期目標を実現すべく、３E＋S（Safety＝安全、

Energy Security＝安定供給、Economic Efficiency＝経済性、Environment＝環境適合性）の要件にあ

ったエネルギーの供給を通して、低炭素で災害に強いエネルギー社会の実現を図り、クリーン燃料の

普及段階において、脱炭素社会実現の取り組みを加速してまいります。  

「社業の公共性に徹する」という創業時からの普遍的な考えの下、次世代エネルギーサプライチェ

ーンを構築し、引き続き沖縄市と緊密に連携しながら、持続可能な街づくりに貢献してまいります。 

沖縄市 
Okinawa City 
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包括連携協定の今後の展開（取組の方向性） 

 

① 潮乃森において街全体の脱炭素を目指し、豊かさと持続可能性が両立する社会の実現に取

り組みます。 

 

② 沖縄市内の産業分野（工場等）における省エネ設備・機器の導入および環境にやさしいエ

ネルギーへの転換を促進し、温室効果ガス排出量を削減する事を目指します。 

 

③ ゼロカーボン・ドライブ推進の取組として、次世代のクリーン燃料を供給するマルチステ

ーションの設置に向けた調査・研究を行います。 

 

 

 

 
沖縄電力㈱：本永社長    沖縄市：桑江市長   ㈱りゅうせき：當銘社長 

写真：連携協定締結式の様子（於：沖縄市役所） 

別紙１ 


